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は
じ
め
に

藤
本
純
吉
筆
記
「
老
烈
氏
方
叢
」
は
先
に
、
本
誌
第
鮒
巻
（
平

成
十
四
年
）
に
資
料
の
紹
介
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
た
（
１
）
。

ロ
ー
レ
ッ
ッ
は
明
治
十
三
年
（
一
八
八
○
）
五
月
に
愛
知
医
学

校
か
ら
金
沢
医
学
校
に
着
任
し
た
際
に
、
産
科
学
と
衛
生
学
を

ド
イ
ツ
語
で
講
義
し
て
い
た
。
こ
の
時
に
、
本
資
料
で
薬
剤
処

方
も
教
え
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
内
容
は
二
十
三
種
の
薬

剤
処
方
を
簡
単
に
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
各
処
方

に
記
さ
れ
た
薬
剤
を
調
査
し
て
、
そ
の
処
方
を
検
討
し
た
結
果

を
記
し
た
。
さ
ら
に
ス
ロ
イ
ス
は
金
沢
医
学
館
で
「
薬
剤
学
」

と
（
２
，
３
）
、
「
ス
ロ
イ
ス
方
聚
」
を
講
義
し
て
い
た
（
４
，
５
）
。

さ
ら
に
ホ
ル
ト
ル
マ
ン
も
薬
剤
の
処
方
を
講
義
し
た
（
６
）
。

本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
薬
剤
処
方
の
内
容
を
比
較
し
て
、
「
ロ
ー

レ
ッ
ッ
方
叢
」
に
つ
い
て
論
考
し
た
。
薬
材
の
使
用
量
は
次
の

単
位
で
記
載
さ
れ
て
い
る
。
オ
ン
ス
、
グ
レ
イ
ン
、
ス
ク
ル
プ

ル
、
ド
ラ
ー
ム
、
グ
ラ
ム
－
瓦
、
ｇ
、
ポ
ン
ド
。
そ
れ
ぞ
れ

『
口
Ｉ
レ
ッ
ッ
氏
方
叢
』
の
薬
剤
処
方
の
解
読

金
沢
市
赤
祖
父
一
知

板
垣
英
治

方
叢

一
・
点
眼
剤

一
’
一
・
黄
色
収
數
鮎
眼
水

硫
酸
亜
鉛
旧
グ
レ
イ
ン
（
約
０
．
８
９
）

泊
芙
藍
２
グ
レ
イ
ン
（
約
０
．
１
３
９
）

龍
脳
２
グ
レ
イ
ン
（
約
０
．
１
３
９
）

蒸
留
水
４
オ
ン
ス
（
約
１
２
４
〃
）

硫
酸
亜
鉛
Ⅱ
冒
舌
心
．
荊
血
陶
封
、
収
赦
作
用
、
揃
剣
掴

作
用
。

泊
芙
藍
Ⅱ
サ
フ
ラ
ン
、
Ｑ
９
房
の
望
弓
閉
の
雄
蘂
。

香
辛
料
、
鐵
謝
、
鐵
周
、
通
経
作
用
。

龍
脳
Ⅱ
８
日
冒
日
．
樟
脳
。
血
行
、
神
経
機
能
の
興
奮
、

伽
笥
廻
損
桐
用
。

を
グ
ラ
ム
単
位
に
変
換
し
て
括
弧
内
に
表
示
し
た
。
薬
剤
の
効

用
は
側
線
を
符
し
て
示
し
た
。

一
’
二
．
ド
ン
ド
ル
ス
氏
鮎
眼
水

テ
レ
ビ
ン
油
ｌ
ｇ

テ
レ
ピ
ン
チ
ー
ナ
油
ｌ
ｇ

虞
里
斯
林
帥
ｇ

テ
レ
ビ
ン
油
、
テ
レ
ピ
ン
チ
ー
ナ
油
Ⅱ
松
科
樹
木
の
樹
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二
．
水
剤
沃
素
剤

二
’
一
・
腐
食
沃
度
液

沃
實
妬
９
（
沃
實
Ⅱ
沃
素
、
］
呂
冒
①
）

沃
剥
帥
９
（
沃
剥
Ⅱ
沃
化
カ
リ
ウ
ム
、

宮
国
閉
旨
白
旨
昌
号
）

蒸
留
水
別
ｇ

右
溶
解
。

沃
素
と
沃
化
カ
リ
ウ
ム
で
室
箪
と
な
り
、
紫
褐
色
水
溶
性
と

な
る
。
こ
の
処
方
で
は
水
の
量
が
少
な
す
ぎ
る
。
沃
化
カ
リ
ウ

ム
を
す
べ
て
溶
解
す
る
こ
と
が
出
来
無
い
。
単
位
が
違
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
？
嗽
薬
、
切
り
傷
用
塗
り
薬
と
し
て
使
用
。

脂
の
成
分
で
あ
り
、
精
溜
油
と
し
て
得
ら
れ
る
。
シ
ル
ベ

ン
酸
、
α
ｌ
ピ
ネ
ン
、
β
Ｉ
ピ
ネ
ン
が
含
ま
れ
て
い
る
。

神
経
痛
な
ど
に
効
あ
り
。

虞
里
斯
林
Ⅱ
グ
リ
セ
リ
ン
。
テ
レ
ビ
ン
油
な
ど
を
グ
リ
セ
リ

ン
に
溶
解
し
て
親
水
性
を
増
し
て
使
用
し
て
い
る
。

注
．
ド
ン
ド
ル
ス
Ⅱ
祠
国
目
９
房
ロ
○
国
号
扇
・

ユ
ト
レ
ヒ
ト
陸
軍
医
学
校
教
授
、
眼
科
学
、
生
理
学
を

研
究
・
教
育
し
た
。

二
’
二
．
沃
實
液

沃
實
別
グ
レ
イ
ン
（
約
１
．
３
９
）

沃
剥
釦
グ
レ
イ
ン
（
約
２
９
）

蒸
留
水
１
オ
ン
ス
（
約
別
刎
）

右
沃
化
加
里
を
水
に
溶
解
し
、
而
后
沃
素
を
投
じ
、
時
々

振
鐙
し
溶
解
し
て
貯
え
る
。

こ
の
溶
液
は
上
記
の
も
の
と
同
じ
く
、
沃
素
・
沃
化
加
里
複
合

体
水
溶
液
で
あ
る
。
用
途
も
同
じ
で
あ
る
。

二
’
三
．
尋
常
沃
陳
擦
剤

沃
陳
丁
幾
ｌ
ド
ラ
ム
（
約
３
．
９
９
）

沃
度
加
里
ｌ
ス
ク
ル
プ
ル
（
約
１
．
３
９
）

リ
ス
リ
ン

半
オ
ン
ス

（
約
１
５
．
５
城
）

右
混
和
、

沃
陳
丁
幾
Ⅱ
沃
素
の
ア
ル
コ
ー
ル
溶
液
、
ョ
－
ド
チ
ン
キ

リ
ス
リ
ン
Ⅱ
グ
リ
セ
リ
ン

扁
桃
腺
炎
な
ど
咽
喉
疾
患
に
塗
擦
使
用
。

二
’
四
．
沃
度
坊
軟
兼

沃
度
防
１
オ
ン
ス

リ
ス
リ
ン
軟
膏
別
オ
ン
ス

夢
路
の
言
（
ワ
セ
リ
ン
）

（
約
別
ｇ
）

（
約
６
０
０
９
）
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三
’
五
．
老
烈
氏
復
方
芦
菅
丸

大
黄
末
Ⅲ
９
緩
下
剤

大
黄
エ
キ
ス
川
９
緩
下
剤

巴
豆
油
６
滴

ハ
ズ
（
ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
科
）
９
三
○
邑
呂
下
剤

蔚
羅
巴
脂
５
９

冒
昌
○
８
両
雷
己
で
四
①
、
茜
一
壱
旨
①
呂
巨
屍

ヤ
ー
ラ
ッ
パ
、
下
剤

右
混
和
、
帥
丸
と
す
。
強
い
下
剤
で
あ
る
。

阿
片
か
ら
水
で
抽
出
し
た
エ
キ
ス
か
？

阿
魏
末
３
ス
ク
ル
プ
ル
（
３
．
９
９
）

ア
ギ
、
誇
困
さ
呂
呂
・
宙
①
昌
雷
麗
囲
‐
さ
＆
ご

ア
フ
リ
カ
産
セ
リ
科
植
物
の
樹
脂
様
物
質
、
香
辛
料
、

生
薬

便
通
を
よ
く
す
る

黒
椒
子
末
２
ス
ク
ル
プ
ル
（
２
．
６
９
）

ク
ロ
コ
シ
ョ
ウ
、
健
胃
、
鎮
痛
、
駆
虫
作
用
あ
り
。

右
混
和
し
仙
丸
と
為
す
。
０
．
２
９
の
丸
薬
と
な
る
？

右
混
和
し
側
丸
と
為
す
。
０
．
２
ｇ

一
日
一
丸
ま
た
は
二
丸
を
与
え
る
。

三
’
六
．
復
方
大
黄
丸

復
方
大
黄
エ
キ
ス
ー
ス
ク
ル
プ
ル
（
１
．
３
９
）
下
剤

ア
ロ
エ
半
ド
ラ
ム
（
約
１
．
９
９
）
下
剤

格
魯
新
篤
エ
キ
ス
半
ス
ク
ル
プ
ル
（
０
．
６
５
９
）

コ
ロ
シ
ン
ト

下
剤

非
沃
斯
エ
キ
ス
８
グ
レ
イ
ン
（
約
０
．
５
２
９
）

麻
酔
剤

右
混
和
、
加
丸
と
す
。
石
松
子
（
ヒ
カ
ゲ
ノ
カ
ズ
ラ
の
胞

子
）
を
衣
と
す
る
。
強
い
下
剤
で
あ
る
。

三
’
七
．
苦
味
丸

格
倫
僕
（
根
）
末
ｌ
ド
ラ
ム
（
３
．
９
９
）

三
①
ヨ
邑
①
同
日
巨
日
宮
百
四
三
日
の
根
部
の
粉
末
、
苦
味
剤

大
黄
末
ｌ
ド
ラ
ム
下
剤

大
黄
エ
キ
ス
－
ド
ラ
ム
下
剤

健
質
亜
那
エ
キ
ス
－
ド
ラ
ム
健
胄
剤
、
ゲ
ン
チ
ャ
ナ

右
帥
丸
と
な
す
。
胃
腸
薬

三
’
八
．
加
鉄
苦
味
丸

格
倫
僕
（
根
）
末
ｌ
ド
ラ
ム

大
黄
末
ｌ
ド
ラ
ム

大
黄
エ
キ
ス
－
ド
ラ
ム

苦
味
剤

下
剤

下
剤
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四
’
一
・
菩
苔
氏
溶
液
因
三
三
㎡
ｇ
旨
き
自

国
三
三
不
詳

ア
ニ
ー
ス
四
三
用
巴
八
角
香
料

帥
ｇ

丁
香
別
ｇ
香
料
、
グ
ロ
ー
ブ
健
胃
剤

広
東
桂
皮
別
ｇ

鵜
桂
通
、
芳
香
剤
健
胃
剤

薄
荷
油
ｌ
ｇ
メ
ン
ト
ー
ル
局
所
刺
激
薬

コ
ー
セ
ニ
ー
ル
５
９
コ
チ
ニ
ー
ル
赤
色
素

バ
ニ
ラ
－
ｇ

香
料

薔
薇
水
２
０
０
ｇ
香
料
水

鵜
中
国
産
、
生
の
ま
ま
コ
ル
ク
皮
を
剥
除
せ
ず
乾
燥
し
た

桂
皮
。

四
’
二
．
甘
草
錠
剤

バ
ニ
ラ
２
９

香
料

健
質
亜
那
エ
キ
ス
－
ド
ラ
ム
健
胃
剤
Ｉ

＊
水
素
還
元
鉄
別
グ
レ
イ
ン

右
混
和
帥
丸
為
す
。
一
日
の
量
９
～
川
丸
服
用
、

胄
腸
薬

＊
酸
化
第
二
鉄
を
水
素
炎
で
還
元
し
て
製
し
た
鉄
の
微
細

粉
末

四
．
含
嗽
剤

（
う
が
い
く
す
り
）

四
’
三
．
老
烈
氏
鎮
咳
液
（
せ
き
ど
め
）

莨
菩
エ
キ
ス
３
グ
レ
イ
ン
（
約
０
．
２
９
）

ロ
ー
ト
根
、
ハ
シ
リ
ド
コ
ロ
根
の
エ
キ
ス
、
鎮
痛
、
鋼
掴
麹

ヒ
ョ
ス
エ
キ
ス
３
グ
レ
イ
ン
（
約
０
．
２
９
）

ア
ト
ロ
ピ
ン
を
含
む
。
鎮
痙
薬
、
麻
酔
、
瑞
劇
、
喫
噸
剤

硫
酸
モ
ル
ヒ
ネ
ー
グ
レ
イ
ン
（
０
．
０
６
５
９
）
麻
酔

剤金
硫
黄
別
グ
レ
イ
ン
（
約
１
．
５
６
９
）

五
硫
化
ア
ン
チ
モ
ン
、
利
尿
、
百
日
咳
、
喘
息
に
効
あ
り
。

榿
皮
糖
煉
４
オ
ン
ス
（
約
ｌ
２
０
ｇ
）

マ
ー
マ
マ
レ
ー
ド
、
怯
疾
、
健
胃
剤

蜀
葵
根
煎
６
オ
ン
ス
（
ｌ
８
０
ｇ
）

タ
チ
ア
オ
イ
、
シ
三
四
８
８
路
Ｐ
根
部
の
煎
液
、
訓
割
刷
傾

用 甘
草
膏
２
５
０
ｇ

甘
み
成
分
グ
リ
チ
ル
リ
チ
ン

ア
ラ
ビ
ア
ゴ
ム
－
０
０
０
ｇ

粘
性
剤

卵
白

釦
箇

白
糖
ｌ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
ｇ
甘
味
剤

以
上
を
煉
調
し
て
、
菱
状
形
に
製
造
す
。
咳
、
喉
の
痛
み

の
緩
和
剤
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文
献

１
．
赤
祖
父
一
知
、
今
井
美
和
「
老
烈
氏
方
叢
」
藤
本
純
吉
記
『
北

陸
医
史
』
第
二
三
巻
、
第
一
号
、
平
成
十
四
年
、
一
’
八
頁
．

『
老
烈
氏
方
叢
』
藤
本
純
吉
記
、
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館

・
近
世
史
料
館
蔵

２
．
ス
ロ
イ
ス
講
述
、
藤
本
純
吉
筆
記
『
ス
ロ
イ
ス
氏
薬
剤
学
』

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
・
近
世
史
料
館
蔵

３
．
板
垣
英
治
「
ス
ロ
イ
ス
薬
剤
学
に
記
載
さ
れ
た
生
物
由
来

の
有
効
成
分
」
『
北
陸
医
史
』
第
三
三
号
、
平
成
二
三
年
、

三
六
’
四
八
頁

４
．
ス
ロ
イ
ス
講
述
、
藤
本
純
吉
筆
記
『
ス
ロ
イ
ス
氏
方
聚
』

明
治
五
年
、
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
・
近
世
史
料
館
蔵

（
消
化
性
成
分
）
に
乳
糖
を
加
え
混
ぜ
た
も
の
で
あ
っ
た
（
９
）
。

胄
液
の
ペ
プ
シ
ン
は
１
８
３
６
年
に
テ
オ
ド
ー
ル
・
シ
ュ
ワ
ン

に
依
り
発
見
さ
れ
た
（
川
）
が
、
こ
れ
が
１
８
７
０
年
代
に
、

わ
が
国
で
「
消
化
薬
」
の
医
薬
品
と
し
て
使
用
さ
れ
初
め
て
い

た
。
ま
さ
に
、
「
酵
素
」
が
医
薬
品
と
な
っ
た
最
初
の
例
で
あ
り
、

生
化
学
史
的
に
も
重
要
な
事
柄
で
あ
る
。
以
上
、
明
治
初
期
の

処
方
菱
の
例
と
し
て
「
ロ
ー
レ
ッ
ッ
氏
方
叢
」
の
解
読
を
行
い

論
考
を
記
し
た
。

『了克~マーマー罰
デー淳ら‘口?露･…

5韓､?覇 6lO
●

9 8 7
巳

寺

車
凸

ｱ

ｅ
亭
《

β

ｐか
び

ｂ、
け
△
ダ

ニ
や
一
む

『｡．
．‘？

､

唖

心

な

板
垣
英
治
「
ス
ロ
イ
ス
方
聚
・
ス
ロ
イ
ス
の
調
剤
処
方
菱
」

『
北
陸
医
史
』
第
三
四
号
、
平
成
二
四
年
、
一
八
’
二
五

頁ホ
ル
ト
ル
マ
ン
講
述
、
藤
本
純
吉
筆
記
『
ホ
ル
ト
ル
マ
ン

氏
方
集
』
明
治
八
年
、
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
・
近
世
史

料
館
蔵

奥
田
虎
炳
閲
、
前
田
清
則
訳
補
、
『
官
版
・
薬
局
方
』
海

軍
軍
医
寮
、
明
治
五
年
、
百
八
七
丁
、
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
．
（
図
１
）

二
宮
一
彌
「
日
本
薬
局
方
物
語
」
『
薬
学
図
書
館
』
三
九

（
一
）
、
二
一
’
二
七
頁
、
（
一
九
九
四
年
）

『
日
本
薬
局
方
』
内
務
省
編
、
明
治
一
九
年
、
百
二
一

頁
、
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

三
時
冒
巴
冨
竜
９
房
言
．
西
尉
さ
曼
・

澱
Ｄ
Ｂ

●
．
郡 ●

一

辛

々

里

● ●

．‐‐_ず‐

昼

享

寺

、ざ。
申

壬一一一一一一一一一

舎
卓

“

F

f

ld

I
守▼‐‐
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図1「官版・薬局方・海軍軍医寮」

標題頁明治五年、発行

近代デジタルライブラリーより
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●
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伊
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晶
画
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